
(57)【要約】

【課題】　夜間でも乳幼児や母親による正確な状態把握

が行え、ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）を未然に防ぐ

ことが可能な乳幼児の健康管理／監視装置の提供。

【解決手段】乳幼児のベッドに設置したエアマットと、

エアマットの内部圧力変化を検出する圧力検出手段と、

検出したエアマットの内部圧力変化を基づき被検者の生

体データを測定する手段と電源電池を備え、所定時分ご

とに温度を測定・記憶する第１測温部と、温度測定部を

有するＩＣタグを備え、乳幼児の適所で測定可能な第２

測温部、測定された体温情報を読取るＩＣタグ読み取り

部、体重等の生体情報，予防接種情報等を入力可能な入

力部、体温測定部による測定値を記憶する記憶部、記憶

部により記憶されている各種生体情報をトレンド表示す

ると共に、第１測定部で予め測定された所定期間の体温

をトレンド記憶し、第２測温部で測定、トレンド記憶し

た体温データと比較表示するようにしたことを特徴とす

る。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
乳 幼 児 健 康 管 理 ／ 監 視 装 置 で あ っ て 、
乳 幼 児 の ベ ッ ド に 設 置 し た エ ア マ ッ ト と 、 前 記 エ ア マ ッ ト の 内 部 圧 力 変 化 を 検 出 す る 圧 力
検 出 手 段 と 、 前 記 圧 力 検 出 手 段 で 検 出 し た 前 記 エ ア マ ッ ト の 内 部 圧 力 変 化 を 基 づ き 被 検 者
の 生 体 デ ー タ を 測 定 す る 手 段 と 、 電 源 電 池 を 備 え 、 所 定 時 分 ご と に 温 度 を 測 定 ・ 記 憶 す る
第 １ の 測 温 部 と 、 温 度 測 定 部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ を 備 え 、 乳 幼 児 の 適 所 で 測 定 可 能 な 第 ２ の
測 温 部 と 、 測 定 さ れ た 体 温 情 報 を 読 取 る Ｉ Ｃ タ グ 読 み 取 り 部 と 、 体 重 等 の 生 体 情 報 ， 予 防
接 種 情 報 等 を 入 力 可 能 な 入 力 部 と 、 前 記 体 温 測 定 部 に よ る 測 定 値 を 記 憶 す る 記 憶 部 と 、 前
記 記 憶 部 に よ り 記 憶 さ れ て い る 各 種 生 体 情 報 を ト レ ン ド 表 示 す る と と も に 、 前 記 第 １ の 測
定 部 で 予 め 測 定 さ れ た 所 定 期 間 の 体 温 の ト レ ン ド 記 憶 し て お き 、 前 記 第 ２ の 測 温 部 で 測 定
し 、 ト レ ン ド 記 憶 し た 体 温 デ ー タ と 比 較 表 示 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 乳 幼 児 健 康
管 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
さ ら に 、 体 重 の 標 準 ト レ ン ド の 上 限 値 、 下 限 値 を 表 示 可 能 に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の 乳 幼 児 健 康 管 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 所 定 の 閾 値 以 上 の 体 温 変 化 ま た は 所 定 の 閾 値 以 上 ／ 以 下 の 体 温 が 検 出 さ れ る と ア ラ ー ム
を 発 生 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 乳 幼 児 健 康 管 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
乳 幼 児 健 康 管 理 ／ 監 視 装 置 で あ っ て 、
電 源 電 池 を 備 え 、 所 定 時 分 ご と に 温 度 を 測 定 ・ 記 憶 す る 測 温 部 を 含 み 、 体 温 の 測 定 に 付 随
す る 各 種 情 報 を 入 力 す る 入 力 部 と 、 表 示 部 と を 備 え 、 体 温 を 所 定 期 間 前 記 測 定 部 で 測 定 し
て 体 温 の ト レ ン ド 値 と し て 記 憶 し て お き 、 必 要 に 応 じ て 前 記 測 温 部 を 身 体 の 適 所 に 装 着 ま
た は 接 触 し て ト レ ン ド 記 憶 し た 体 温 デ ー タ と 比 較 表 示 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 乳
幼 児 健 康 管 理 ／ 監 視 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 乳 幼 児 の 就 寝 ま た は 横 臥 ・ 仰 臥 等 に お け る 心 拍 数 、 呼 吸 数 、 体 動 の 大 き さ 、 体
温 等 の 生 体 デ ー タ を 測 定 し て 乳 幼 児 の 健 康 管 理 ／ 監 視 す る 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
近 年 、 核 家 族 ， 少 子 化 に よ り 、 乳 幼 児 の 育 児 に か か る 母 親 の 負 担 が 極 め て 大 き く な っ て き
て い る 。 ま た 、 自 宅 な ど で 乳 幼 児 が イ ン フ ル エ ン ザ 等 の 急 激 な 発 熱 な ど が あ っ て も そ の 情
報 が 遅 れ て 重 篤 と な る 場 合 が あ る 。 ま た 、 身 体 に な ん ら 特 別 な 異 常 や 病 気 も な く 、 そ れ ま
で ま っ た く 元 気 だ っ た 2歳 未 満 の 乳 幼 児 が 、 事 故 や 窒 息 で は な く 、 眠 っ て い る 間 に な ん の
前 触 れ な く 突 然 死 亡 に 至 る 、 Ｓ Ｉ Ｄ Ｓ （ 乳 幼 児 突 然 死 症 候 群 ） と 呼 ば れ る も の も あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ う し た 状 況 下 、 負 担 を 与 え ず に 、 健 康 状 態 を 無 侵 襲 、 す な わ ち 無 拘 束 で か つ 継 続 的 に 把
握 す る 方 法 と し て 、 被 検 者 の 身 体 の 下 に エ ア マ ッ ト を 敷 い て 、 そ の エ ア マ ッ ト に 加 わ る 圧
力 変 化 に 基 づ き 被 検 者 の 心 拍 数 、 呼 吸 数 、 イ ビ キ 回 数 、 寝 返 り 回 数 等 を 測 定 す る 技 術 が 提
案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。 ま た 、 在 宅 で 居 な が ら に し て 血 圧 、 脈 拍 、 体 温 等 の 情 報 を
日 毎 に チ ェ ッ ク し 、 ト レ ン ド 表 示 す る ホ ー ム ド ッ ク シ ス テ ム も 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献
２ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し な が ら 、 血 圧 、 脈 拍 、 体 温 等 の デ ー タ を 測 定 の 都 度 い ち い ち 手 動 で 入 力 し 、 送 信 す
る 必 要 が あ る 。 ま た 、 温 度 セ ン サ と 一 体 化 さ れ た Ｉ Ｃ タ グ に よ り 、 軸 受 の 異 常 検 査 シ ス テ
ム が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ３ ） 。 罹 病 し て い る 患 者 、 特 に 乳 幼 児 に あ っ て は 特 に 夜 間
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に イ ン フ ル エ ン ザ 等 の 感 染 症 に よ る 急 な 発 熱 が あ っ て も 気 づ く の が 遅 れ 、 手 遅 れ に な る 場
合 が あ る 。 し か し な が ら 、 被 検 者 （ 高 齢 者 、 加 療 中 の 患 者 、 乳 幼 児 ） や 被 介 護 者 に 身 体 的
及 び 精 神 的 負 担 を 与 え ず に 、 生 体 の 体 温 デ ー タ を 管 理 ／ 監 視 す る 装 置 は 未 だ 提 案 さ れ て い
な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ５ ２ ０ １ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ５ ６ ２ ４ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ３ ２ ２ ５ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 特 に 就 寝 ま た は 安 静 中 （ 横 臥 ・ 仰 臥 中 等 ） の 乳 幼 児 の 生 体 デ ー タ を 利 用
し た 身 体 状 態 把 握 の 信 頼 性 を 高 め て 、 夜 間 で も 乳 幼 児 や 母 親 に よ る 正 確 な 状 態 把 握 が 行 え
る 乳 幼 児 の 健 康 管 理 ／ 監 視 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。 ま た 、 イ ン フ ル エ ン ザ ， Ｒ Ｓ （ Re
spiratory Syncytial） ウ イ ル ス 感 染 症 等 に よ る 急 な 発 熱 、 Ｓ Ｉ Ｄ Ｓ （ 乳 幼 児 突 然 死 症 候
群 ） を 未 然 に 防 ぐ こ と が 可 能 と な る 乳 幼 児 の 健 康 管 理 ／ 監 視 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
ま た 、 嘔 吐 な ど で 呼 吸 が 停 止 し て も す ぐ に ア ラ ー ム を 発 生 可 能 な 乳 幼 児 の 健 康 管 理 ／ 監 視
装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 乳 幼 児 健 康 管 理 ／ 監 視 装 置 は 、 乳 幼 児 の ベ ッ ド に 設
置 し た エ ア マ ッ ト と 、 エ ア マ ッ ト の 内 部 圧 力 変 化 を 検 出 す る 圧 力 検 出 手 段 と 、 圧 力 検 出 手
段 で 検 出 し た エ ア マ ッ ト の 内 部 圧 力 変 化 を 基 づ き 被 検 者 の 生 体 デ ー タ を 測 定 す る 手 段 と 、
電 源 電 池 を 備 え 、 所 定 期 間 の 体 温 を 測 定 ・ 記 憶 す る 第 １ の 測 温 部 と 、 温 度 測 定 部 を 有 す る
Ｉ Ｃ タ グ を 備 え 、 乳 幼 児 の 適 所 で 測 定 可 能 な 第 ２ の 測 温 部 と 、 測 定 さ れ た 体 温 情 報 を 読 取
る Ｉ Ｃ タ グ 読 み 取 り 部 と 、 体 重 等 の 生 体 情 報 ， 予 防 接 種 情 報 等 を 入 力 可 能 な 入 力 部 と 、 体
温 測 定 部 に よ る 測 定 値 を 記 憶 す る 記 憶 部 と 、 記 憶 部 に よ り 記 憶 さ れ て い る 各 種 生 体 情 報 を
ト レ ン ド 表 示 す る と と も に 、 第 １ の 測 定 部 で 予 め 測 定 さ れ た 所 定 時 間 の 体 温 の ト レ ン ド 記
憶 し て お き 、 第 ２ の 測 温 部 で 測 定 し 、 ト レ ン ド 記 憶 し た 体 温 デ ー タ と 比 較 表 示 す る よ う に
し た こ と を 特 徴 と す る 。 ま た 、 体 重 の 標 準 ト レ ン ド の 上 限 値 、 下 限 値 を 表 示 可 能 に し た こ
と を 特 徴 と す る 。 所 定 の 閾 値 以 上 の 体 温 変 化 ま た は 所 定 の 閾 値 以 上 ／ 以 下 の 体 温 が 検 出 さ
れ る と ア ラ ー ム を 発 生 す る こ と を 特 徴 と す る 。 ま た 、 本 発 明 の 乳 幼 児 健 康 管 理 ／ 監 視 装 置
は 、 電 源 電 池 を 備 え 、 所 定 時 分 ご と に 温 度 を 測 定 ・ 記 憶 す る 測 温 部 を 含 み 、 体 温 の 測 定 に
付 随 す る 各 種 情 報 を 入 力 す る 入 力 部 と 、 表 示 部 と を 備 え 、 体 温 を 所 定 期 間 前 記 測 定 部 で 測
定 し て 体 温 の ト レ ン ド 値 と し て 記 憶 し て お き 、 必 要 に 応 じ て 前 記 測 温 部 を 身 体 の 適 所 に 装
着 ま た は 接 触 し て ト レ ン ド 記 憶 し た 体 温 デ ー タ と 比 較 表 示 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 乳 幼 児 健 康 管 理 ／ 監 視 装 置 に よ れ ば 、 乳 幼 児 の 体 重 等 の ト レ ン ド 情 報 、 予 防 接 種
等 の 情 報 と と も に 、 風 邪 ， イ ン フ ル エ ン ザ ， Ｒ Ｓ （ Respiratory Syncytial） ウ イ ル ス ，
は し か 等 の 感 染 症 等 に よ る 所 定 時 間 、 例 え ば ２ ４ 時 間 で の 体 温 変 化 が 健 常 時 と ど の よ う に
異 な る か ど う か を 容 易 に 比 較 で き 、 母 子 健 康 手 帳 機 能 も 備 え た 乳 幼 児 健 康 装 置 を 提 供 す る
こ と に あ る 。 こ こ で い う 母 子 健 康 手 帳 機 能 と は 、 出 産 時 情 報 ， 健 康 記 録 、 カ ウ プ 指 数 （ 身
長 ， 体 重 の 成 長 状 態 の モ ニ タ ） ， 過 去 の 投 薬 デ ー タ 等 が 確 認 で き る 等 の 機 能 を 意 味 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 し 、 自 宅 等 に 設 置 し た エ ア マ ッ ト と 乳 幼 児 Ｐ 及 び 携 帯 端 末
に よ る 乳 幼 児 健 康 管 理 ／ 監 視 装 置 を シ ス テ ム を 示 し て い る 。 病 院 等 で も 同 様 の 乳 幼 児 健 康
管 理 ／ 監 視 装 置 が 適 用 で き る 。 図 ２ は 、 端 末 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 、 図 ３ は 、 温 度 測 定 部 を 有
す る Ｉ Ｃ タ グ （ Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ） 及 び 温 度 測 定 部 を 有 す る 電 池 内 蔵 Ｉ Ｃ タ グ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る
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。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 １ に お い て 、 自 宅 等 の 部 屋 ， 病 室 に お い て 、 生 体 デ ー タ 測 定 用 専 用 エ ア マ ッ ト ２ を ベ ッ
ド や 床 （ フ ロ ー リ ン グ ） の 上 に 設 置 し 、 乳 幼 児 Ｐ が 仰 臥 し て い る 状 態 で あ る 。 エ ア チ ュ ー
ブ ４ を 経 て パ ソ コ ン な ど の 機 能 を 有 す る 端 末 装 置 （ 不 図 示 ） と デ ー タ 測 定 用 専 用 エ ア マ ッ
ト ２ と を 接 続 し 、 デ ー タ 測 定 用 専 用 エ ア マ ッ ト ２ の 圧 力 変 化 を 端 末 装 置 に 伝 達 で き る よ う
に し て い る 。 こ こ で 、 ５ ０ は 、 携 帯 電 話 の よ う な 携 帯 端 末 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
＜ Ｉ Ｃ タ グ の 構 成 ＞
図 ３ に お い て 、 １ ０ ０ は 、 外 部 か ら の 通 信 信 号 を 受 け て 作 動 す る よ う に 構 成 さ れ た 温 度 セ
ン サ 付 Ｉ Ｃ タ グ （ Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ） （ 第 ２ の 測 温 部 ） で あ り 、 合 成 樹 脂 な ど の 筐 体 １ ０ ０ ａ に 実
装 さ れ て い る 。 通 信 を 行 な う 周 波 数 以 外 の 電 磁 波 を 吸 収 す る 素 材 を 合 成 樹 脂 内 に 含 む よ う
に し て 使 用 す る と 好 都 合 で あ る 。 １ ０ １ は 、 Ｉ Ｃ タ グ 読 み 取 り 部 ３ ４ か ら の 信 号 を 受 け 、
ロ ジ ッ ク 部 １ １ ０ を 所 定 の フ ロ ー で 動 作 さ せ る プ ロ グ ラ ム が 記 憶 さ れ 、 コ ン ピ ュ ー タ で 読
取 り 可 能 な 記 憶 媒 体 で あ る Ｒ Ａ Ｍ で あ る 。 １ ０ ２ は Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ で 、 温 度 セ ン サ １ ０ ６ の
そ れ ぞ れ に 対 応 す る オ フ セ ッ ト 値 ， 温 度 補 正 値 な ど が 記 憶 さ れ て い る 。 ま た 、 体 温 情 報 も
記 憶 可 能 で あ る 。 な お 、 ロ ジ ッ ク 部 １ １ ０ は 、 よ り 複 雑 な 処 理 フ ロ ー の 制 御 が 可 能 な Ｃ Ｐ
Ｕ と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
温 度 セ ン サ １ ０ ６ と し て は 、 温 度 変 化 に 対 し て ほ ぼ リ ニ ア に ア ナ ロ グ 出 力 し 、 小 型 化 ・ Ｉ
Ｃ タ グ と の 一 体 化 が 可 能 で 、 ３ ５ ～ ４ ２ ℃ の 間 で 温 度 分 解 能 が ０ ． ０ ５ ℃ で あ る 、 半 導 体
型 の 温 度 セ ン サ 、 例 え ば Ｃ － Ｍ Ｏ Ｓ 温 度 セ ン サ が 好 ま し く 用 い ら れ る が 、 サ ー ミ ス タ 型 、
サ ー モ パ イ ル （ 熱 電 対 ） 型 で も 可 能 で あ る 。 １ ０ ３ は 、 被 介 護 者 Ｐ に 設 け ら れ た 温 度 測 定
部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ （ Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ） １ ０ ０ の 体 温 情 報 を 取 得 す る た め の 送 受 信 回 路 、 １ ０ ３
ａ は ア ン テ ナ 、 １ ０ ４ は 電 源 部 で あ る 。 こ の 電 源 部 １ ０ ４ は 、 コ イ ル を 有 す る ア ン テ ナ 部
１ ０ ３ ａ を 介 し て 、 体 温 情 報 を 読 取 ら れ る 時 に 温 度 測 定 部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ の 各 部
に 電 源 を 供 給 す る 。 １ ０ ７ は Ａ ／ Ｄ 変 換 部 で あ り 、 温 度 セ ン サ １ ０ ６ と 発 振 回 路 （ 不 図 示
） で 発 生 し た 体 温 信 号 を Ａ ／ Ｄ 変 換 す る も の で あ る 。 Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ は 、 ア ン テ ナ １ ０ ３
ａ を 含 め て ５ ｍ ｍ × ５ ｍ ｍ 、 厚 さ １ ． ５ ｍ ｍ 程 度 の 大 き さ で あ る 。 な お 、 Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０
は 、 生 体 を 通 過 可 能 な 周 波 数 の 電 磁 波 で の 通 信 （ 送 受 信 ） 可 能 な も の で あ れ ば 、 ど の よ う
な 周 波 数 で も よ い が 、 好 ま し く は １ ３ ． ５ ６ Ｍ Ｈ ｚ の 電 磁 波 で 送 信 可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
体 温 情 報 も Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ １ ０ ２ に 記 憶 で き る の で 、 別 の ベ ッ ド や 別 の 部 屋 に 乳 幼 児 Ｐ を 移
し 換 え て も 継 続 し て 体 温 情 報 を 記 憶 で き る 。 ま た 、 病 院 内 等 に お い て 間 違 っ た 乳 幼 児 Ｐ の
情 報 を 取 得 し な い よ う に 乳 幼 児 Ｐ ご と に 識 別 番 号 （ Ｉ Ｄ 番 号 ） を 設 け 、 ア ン テ ナ １ ０ ３ ａ
か ら 出 力 さ れ る 信 号 を 暗 号 化 処 理 可 能 に し て セ キ ュ リ テ ィ 機 能 を 持 た せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
２ ０ ０ は 、 電 池 内 蔵 で 、 設 定 さ れ た 時 間 （ 分 ） 間 隔 で 体 温 （ 温 度 ） 情 報 を 最 大 ３ ６ ０ 日 記
憶 で き る よ う に 構 成 さ れ た 温 度 セ ン サ 付 Ｉ Ｃ タ グ （ 第 １ の 測 温 部 ） で あ る 。 こ の 温 度 セ ン
サ 付 Ｉ Ｃ タ グ （ 第 １ の 測 温 部 ） を 乳 幼 児 Ｐ の 適 所 に 貼 付 け な ど し て 健 常 時 の 所 定 期 間 、 例
え ば ２ ４ 時 間 の 体 温 を 測 定 ・ 記 憶 す る 。 ２ ０ １ は 、 Ｉ Ｃ タ グ 読 み 取 り 部 ３ ４ か ら の 信 号 を
受 け 、 ロ ジ ッ ク 部 ２ １ ０ を 所 定 の フ ロ ー で 動 作 さ せ る プ ロ グ ラ ム が 記 憶 さ れ 、 コ ン ピ ュ ー
タ で 読 取 り 可 能 な 記 憶 媒 体 で あ る Ｒ Ａ Ｍ で あ る 。 ２ ０ ２ は Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ で 、 温 度 セ ン サ ２
０ ６ の そ れ ぞ れ に 対 応 す る オ フ セ ッ ト 値 ， 温 度 補 正 値 ， 測 定 時 間 ， 測 定 間 隔 等 が 記 憶 さ れ
て い る 。 ま た 、 体 温 情 報 も 記 憶 可 能 で あ る 。 な お 、 ロ ジ ッ ク 部 ２ １ ０ は 、 よ り 複 雑 な 処 理
フ ロ ー の 制 御 が 可 能 な Ｃ Ｐ Ｕ と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
＜ 電 池 内 蔵 Ｉ Ｃ タ グ の 構 成 ＞
図 ３ （ ｃ ） に お い て 、 ２ ０ １ は 、 Ｉ Ｃ タ グ 読 取 り 信 号 を 受 け 、 ロ ジ ッ ク 部 ２ １ ０ を 所 定 の
フ ロ ー で 動 作 さ せ る プ ロ グ ラ ム が 記 憶 さ れ 、 コ ン ピ ュ ー タ で 読 取 り 可 能 な 記 憶 媒 体 で あ る
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Ｒ Ａ Ｍ で あ る 。 ２ ０ ２ は Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ で 、 温 度 セ ン サ ２ ０ ６ の そ れ ぞ れ に 対 応 す る オ フ セ
ッ ト 値 ， 温 度 補 正 値 な ど が 記 憶 さ れ て い る 。 ま た 、 測 定 さ れ た 体 温 情 報 、 乳 幼 児 Ｐ の 情 報
等 も 記 憶 可 能 で あ る 。 な お 、 ロ ジ ッ ク 部 ２ １ ０ は 、 よ り 複 雑 な 処 理 フ ロ ー の 制 御 が 可 能 な
Ｃ Ｐ Ｕ と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
温 度 セ ン サ ２ ０ ６ と し て は 、 温 度 変 化 に 対 し て ほ ぼ リ ニ ア に ア ナ ロ グ 出 力 し 、 小 型 化 ・ Ｉ
Ｃ タ グ と の 一 体 化 が 可 能 で 、 ３ ２ ～ ４ ２ ℃ の 間 で 所 定 の 温 度 分 解 能 、 例 え ば ０ ． １ ～ ０ ．
０ ５ ℃ で あ る 、 半 導 体 型 の 温 度 セ ン サ 、 例 え ば Ｃ － Ｍ Ｏ Ｓ 温 度 セ ン サ が 好 ま し く 用 い ら れ
る が 、 サ ー ミ ス タ 型 、 サ ー モ パ イ ル （ 熱 電 対 ） 型 で も 可 能 で あ る 。 ２ ０ ３ は 、 被 検 者 Ｐ に
設 け ら れ た 温 度 測 定 部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ ２ ０ ０ の 体 温 情 報 を 信 号 線 を 介 し て 送 信 す る た め
の 外 部 通 信 部 、 ２ ０ ４ は 電 源 部 、 ２ ０ ４ ａ は 電 源 供 給 の た め の 電 池 で あ る 。 ２ ０ ７ は Ａ ／
Ｄ 変 換 部 で あ り 、 温 度 セ ン サ ２ ０ ６ と 発 振 回 路 （ 不 図 示 ） で 発 生 し た 体 温 信 号 を Ａ ／ Ｄ 変
換 す る も の で あ る 。 Ｉ Ｃ タ グ （ 第 １ の 測 温 部 ） ２ ０ ０ は 、 １ ０ ｍ ｍ Ф 、 厚 さ １ ． ５ ｍ ｍ 程
度 の 大 き さ で あ る 。 外 部 通 信 部 ２ ０ ３ か ら 出 力 さ れ る 信 号 を 暗 号 化 処 理 可 能 に し て セ キ ュ
リ テ ィ 機 能 を 持 た せ る こ と が で き る 。 こ の Ｉ Ｃ タ グ ２ ０ ０ は 、 測 定 間 隔 に も よ る が 測 定 間
隔 が １ 分 で ３ 日 分 程 度 、 ５ 分 で ２ 週 間 分 程 度 、 １ ０ 分 で １ ケ 月 分 程 度 の 体 温 測 定 ・ 記 憶 が
可 能 と な っ て い る 。 測 定 間 隔 の 設 定 は 専 用 の 書 き 込 み 装 置 で 行 な う か 、 端 末 装 置 ５ の 入 力
部 ４ ５ や 携 帯 端 末 ５ ０ の 入 力 部 １ ４ で 行 い 、 接 続 端 子 １ ２ ａ 、 外 部 送 受 信 部 ２ ０ ３ を 介 し
て 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ２ ０ ２ に 書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
＜ 電 池 内 蔵 Ｉ Ｃ タ グ に よ る 体 温 情 報 取 得 ＞
乳 幼 児 Ｐ は 、 ま ず 、 Ｉ Ｃ タ グ ２ ０ ０ を 備 え た 第 １ の 測 温 部 ２ を 、 身 体 の 適 所 ま た は 、 オ ム
ツ の 適 所 (外 気 温 に 影 響 さ れ な い 内 側 等 )に 装 着 し て 所 定 期 間 （ 例 え ば 、 春 季 ， 夏 季 ， 秋 季
， 冬 季 の １ 週 間 、 任 意 に 選 択 し た １ 日 ， ２ ４ 時 間 分 ） 測 定 ・ 記 憶 し 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ２ ０ ２
に 時 刻 と と も に 体 温 情 報 が 記 憶 さ れ る 。 記 憶 さ れ た 体 温 情 報 は 、 端 末 ５ の 外 部 送 信 部 ３ ８
や 携 帯 端 末 ５ ０ の 外 部 通 信 部 １ ２ に 接 触 さ せ る 等 こ と に よ り 、 記 憶 部 ４ ４ ， １ ５ に 記 憶 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
＜ 監 視 シ ス テ ム の 具 体 的 構 成 ＞
乳 幼 児 Ｐ は 、 生 体 デ ー タ 測 定 用 専 用 エ ア マ ッ ト ２ の 上 で オ ム ツ （ パ ン ツ ） ３ ０ ０ を は い て
い る 。 オ ム ツ ３ ０ ０ は 、 伸 縮 部 材 を 備 え た 胴 開 口 部 ２ ０ １ 、 伸 縮 部 材 を 備 え た 脚 開 口 部 ２
０ ２ 、 吸 収 部 材 （ 不 図 示 ） か ら な り 、 温 度 測 定 部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ （ Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ） （ 第 ２ の
測 温 部 ） １ ０ ０ を そ の 内 側 に 、 吸 収 部 材 か ら 離 れ た 位 置 の 適 所 に 備 え る 。 な お 、 健 常 時 の
体 温 デ ー タ と し て 、 温 度 測 定 部 を 有 し 、 電 池 を 内 蔵 す る Ｉ Ｃ タ グ （ 第 １ の 測 温 部 ） ２ ０ ０
を Ｉ Ｃ タ グ （ 第 ２ の 測 温 部 ） １ ０ ０ の 近 傍 に 設 け 、 所 定 間 隔 （ 例 え ば １ ～ ５ 分 毎 ） で 所 定
時 間 （ 例 え ば ２ ４ 時 間 ） 測 定 し 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ２ ０ ２ に ト レ ン ド 記 憶 さ れ た 体 温 デ ー タ を
外 部 送 信 部 ３ ８ に 設 け た 読 取 り 部 （ 不 図 示 ） を 外 部 通 信 部 ２ ０ ３ に 接 触 さ せ て 、 記 憶 部 ４
４ に 記 憶 す る 。 病 院 な ど で 使 用 す る 場 合 は 、 乳 幼 児 Ｐ の Ｉ Ｄ デ ー タ （ 氏 名 、 生 年 月 日 ， 性
別 ， 血 液 型 ， 病 室 Ｎ ｏ .等 ） と 共 に 記 憶 す る 。 オ ム ツ ３ ０ ０ は 、 パ ン ツ 状 に 限 ら ず 、 他 の
形 状 で も よ い 。 ま た 、 オ ム ツ を 布 製 に し 、 リ ユ ー ス 可 能 に し て オ ム ツ カ バ ー を 用 い 、 尿 な
ど で 濡 れ な い 内 側 の 適 所 に 設 け て も よ い 。 温 度 測 定 部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ は 、 面 フ ァ
ス ナ ー 等 を 備 え る 囲 包 部 材 で 囲 包 し 、 着 脱 自 在 に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
端 末 装 置 ５ に は 、 圧 力 変 化 を 検 出 す る 圧 力 セ ン サ と 、 そ の 検 出 信 号 を 処 理 し て 管 理 サ イ ト
／ 医 療 サ イ ト （ 不 図 示 ） へ Ｌ Ａ Ｎ 等 専 用 回 線 ま た は イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ
ー ク （ 不 図 示 ） を 介 し て 伝 送 す る 制 御 監 視 装 置 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 温 度 測 定 部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ は 、 イ ヤ ホ ー ン の よ う な 耳 内 挿 入 式 に し た り 、
体 表 面 の 任 意 箇 所 に 貼 付 可 能 に し て 複 数 の 箇 所 の 体 温 情 報 を 取 得 す る よ う に し て も よ い 。
な お 、 こ の 場 合 に は 、 病 室 な ど で 複 数 の 乳 幼 児 Ｐ が い て も 、 同 時 に 体 温 情 報 の 読 取 り 可 能
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に な る 、 ア ン チ コ リ ー ジ ョ ン 型 の Ｉ Ｃ タ グ を 用 い る 。 管 理 サ イ ト ／ 医 療 サ イ ト に は サ ー バ
ー （ デ ー タ 処 理 装 置 ） を 設 置 し 、 乳 幼 児 Ｐ の Ｉ Ｄ と 関 連 付 け し て 、 生 体 情 報 の 測 定 デ ー タ
の 収 集 、 集 計 、 デ ー タ 分 析 等 を 行 う よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ に お い て 、 ４ ０ は 、 Ｒ Ｏ Ｍ ４ ２ ， Ｒ Ａ Ｍ ４ ３ な ど に 記 憶 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取
り 可 能 な プ ロ グ ラ ム 、 所 定 の 条 件 な ど に 基 づ い て 所 定 の 処 理 フ ロ ー を 実 行 す る 制 御 部 （ Ｃ
Ｐ Ｕ ） で あ る 。 ３ ６ は 表 示 部 、 ４ ４ は 、 検 出 さ れ た 体 温 ， 心 拍 ， 呼 吸 な ど の 生 体 情 報 を 記
憶 す る 記 憶 部 で あ る 。 ２ ０ は 、 微 差 圧 セ ン サ 、 ２ １ は 、 絶 対 圧 力 セ ン サ で 、 エ ア マ ッ ト ２
の 内 部 圧 力 を エ ア チ ュ ー ブ ４ を 介 し て 微 差 圧 セ ン サ ２ ０ と 絶 対 圧 力 セ ン サ ２ １ に 入 力 さ れ
る 。 乳 幼 児 Ｐ の 身 体 に 起 因 す る 振 動 が エ ア マ ッ ト ２ に 伝 達 さ れ る の で 、 エ ア マ ッ ト ２ の 内
部 圧 力 が 変 化 す る 。 微 差 圧 セ ン サ ２ ０ は 圧 力 変 動 分 を 検 出 し 、 ま た 、 絶 対 圧 力 セ ン サ ２ １
は エ ア マ ッ ト ２ の 内 部 圧 力 の 絶 対 圧 力 を 検 出 す る 。 絶 対 圧 力 セ ン サ ２ １ は 乳 幼 児 Ｐ が エ ア
マ ッ ト ２ 上 に い る か を 検 出 す る た め に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
微 差 圧 セ ン サ ２ ０ と し て は 、 例 え ば 、 圧 力 の 変 化 を 受 け る 受 圧 面 と 対 抗 電 極 と の 間 の 静 電
容 量 変 化 を 検 知 し て 差 圧 を 検 出 す る コ ン デ ン サ マ イ ク ロ フ ォ ン 型 差 圧 計 が 用 い ら れ る 。 コ
ン デ ン サ マ イ ク ロ フ ォ ン 型 差 圧 計 は エ ア マ ッ ト ２ 内 部 の 微 小 な 圧 力 変 動 を 検 出 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
微 差 圧 セ ン サ ２ ０ の 検 出 信 号 は 監 視 制 御 装 置 ３ ０ を 構 成 す る ゲ イ ン 制 御 部 ３ １ に 与 え ら れ
る 。 ゲ イ ン 制 御 部 ３ １ は 微 差 圧 セ ン サ ２ ０ の 検 出 信 号 の レ ベ ル を 所 定 範 囲 の 信 号 レ ベ ル に
調 整 す る 。 乳 幼 児 Ｐ の 姿 勢 に よ っ て エ ア マ ッ ト ２ に 伝 わ る 心 拍 や 呼 吸 な ど の 振 動 の 強 さ が
異 な る た め に 、 微 差 圧 セ ン サ ２ ０ の 出 力 信 号 の 強 度 （ レ ベ ル ） が 異 な る 。 ゲ イ ン 制 御 部 ３
１ は 姿 勢 に よ っ て 異 な る 信 号 レ ベ ル を 所 定 レ ベ ル の 信 号 に な る よ う に ゲ イ ン を 調 整 し 、 心
拍 フ ィ ル タ ３ ２ 、 呼 吸 フ ィ ル タ ３ ３ に 出 力 す る 。 ま た 、 ゲ イ ン 制 御 部 ３ １ の ゲ イ ン 値 が 姿
勢 判 別 部 ３ ６ に 加 え ら れ る 。 ゲ イ ン 制 御 部 ３ １ に よ っ て 所 定 レ ベ ル に 変 換 さ れ た 微 差 圧 セ
ン サ ２ ０ の 出 力 信 号 を 心 拍 フ ィ ル タ ３ ２ 、 呼 吸 フ ィ ル タ ３ ３ に 加 え る こ と に よ り 、 こ れ ら
心 拍 フ ィ ル タ ３ ２ 、 呼 吸 フ ィ ル タ ３ ３ か ら 心 拍 信 号 、 呼 吸 信 号 な ど の 乳 幼 児 Ｐ の 生 体 デ ー
タ が 得 ら れ る 。 心 拍 フ ィ ル タ ３ ２ 、 呼 吸 フ ィ ル タ ３ ３ か ら 得 ら れ た 乳 幼 児 Ｐ の 生 体 デ ー タ
は Ａ ／ Ｄ 変 換 部 ３ ５ で デ ジ ィ タ ル 信 号 に 変 換 さ れ デ ー タ 処 理 部 ３ ７ に 入 力 さ れ る 。 ま た 、
被 検 者 Ｐ に 装 着 さ れ た オ ム ツ ２ ０ ０ の 内 側 に 装 着 さ れ た 温 度 セ ン サ 付 き Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ （
図 １ 参 照 ） か ら 、 温 度 情 報 を Ｉ Ｃ タ グ 読 取 り 部 ３ ４ で 間 歇 的 （ 例 え ば ５ ～ ３ ０ 分 ご と ） に
読 み 取 る 。 Ｉ Ｃ タ グ 読 取 り 部 ３ ４ か ら 所 定 の 周 波 数 、 １ ３ ． ５ ６ Ｍ Ｈ ｚ の 電 磁 波 を 送 信 し
、 そ の 信 号 を ア ン テ ナ を 介 し て 温 度 セ ン サ 付 き Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ が 受 け 、 温 度 セ ン サ １ ０ ６
に よ る 温 度 (体 温 )情 報 (本 実 施 例 で は 、 被 検 者 Ｐ の 腹 部 付 近 の 体 温 情 報 )を 温 度 セ ン サ 付 き
Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ か ら 読 取 る 。 Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ は 、 ア ン チ コ リ ュ ー ジ ョ ン 型 を 使 用 す る こ と
に よ り 、 同 時 に 温 度 情 報 を 識 別 し て 読 取 れ る 。 デ ー タ 処 理 部 ３ ７ は 入 力 し た 生 体 デ ー タ の
各 種 の 演 算 処 理 を 行 い 、 乳 幼 児 Ｐ の 状 態 を 監 視 す る 。 生 体 デ ー タ の 各 種 の 演 算 処 理 に は 、
被 検 者 Ｐ の 平 常 時 の 生 体 デ ー タ と の パ タ ー ン 比 較 な ど が 含 ま れ る 。 デ ー タ 処 理 部 ３ ７ は 絶
対 圧 力 セ ン サ ２ １ が エ ア マ ッ ト ２ 上 に 乳 幼 児 Ｐ が い る こ と を 検 出 し て い る と き に 演 算 処 理
を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 ゲ イ ン 制 御 部 ３ １ の ゲ イ ン 値 が 姿 勢 判 別 部 ３ ６ に 加 え ら れ る 。 エ ア マ ッ ト ２ の 内 部
圧 力 を 検 出 す る 微 差 圧 セ ン サ ２ ０ の 検 出 信 号 の レ ベ ル は 乳 幼 児 Ｐ の 横 臥 し て い る 姿 勢 に よ
っ て 異 な る た め ゲ イ ン 制 御 部 ３ １ で ゲ イ ン 調 整 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
生 体 デ ー タ は 、 差 圧 セ ン サ （ 相 対 圧 セ ン サ ） ２ ０ と 絶 対 圧 力 セ ン サ ２ １ で 捉 え た 信 号 の 特
徴 に よ り 、 心 拍 数 、 呼 吸 数 等 を 識 別 化 す る 。 例 え ば 、 心 拍 数 と 呼 吸 数 は 、 フ ィ ル タ ３ ２ 、
３ ３ を 通 し て 正 常 範 囲 の 周 波 数 に 分 離 す る 。 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 ３ ５ に よ り デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変
換 後 に デ ー タ 処 理 部 ３ ７ に お い て 高 速 フ ー リ エ 変 換 を 施 し て ピ ー ク ス ペ ク ト ル と な る 基 本
周 波 数 を 求 め 、 そ れ ぞ れ を 抽 出 す る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
＜ 生 体 情 報 の 処 理 フ ロ ー ＞
生 体 情 報 の 処 理 フ ロ ー に つ い て 、 図 ４ に 基 づ い て 説 明 す る 。
エ ア マ ッ ト ２ 上 に 乳 幼 児 Ｐ が い る （ 横 臥 ， 仰 臥 状 態 ） こ と を 条 件 の 1つ と し て 測 定 を 開 始
す る （ 開 始 指 示 入 力 に よ り 測 定 開 始 す る よ う に し て も よ い ） 。 設 定 さ れ た 所 定 間 隔 、 例 え
ば 、 １ ０ ～ ６ ０ 分 毎 に 、 差 圧 セ ン サ （ 相 対 圧 セ ン サ ） ２ ０ と 絶 対 圧 力 セ ン サ ２ １ で 圧 力 信
号 を 取 得 （ 検 出 ） す る (ス テ ッ プ Ｓ １ )。 取 得 し た 圧 力 信 号 の 特 徴 に よ り 、 心 拍 数 、 呼 吸 数
等 を 識 別 化 し 、 心 拍 数 、 呼 吸 数 等 を 演 算 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。 １ 回 の 圧 検 出 時 間 は 、 ２
～ ５ 分 程 度 で あ る 。 ま た 、 体 温 情 報 は 、 設 定 さ れ た 所 定 間 隔 、 例 え ば 、 １ ０ ～ ６ ０ 分 毎 に
、 乳 幼 児 Ｐ に 装 着 さ れ た Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ に 対 し て 、 Ｉ Ｃ タ グ 読 取 り 部 ３ ４ か ら 所 定 の 周 波
数 、 １ ３ ． ５ ６ Ｍ Ｈ ｚ の 電 磁 波 を 送 信 （ 送 受 信 距 離 は 、 １ ０ ｃ ｍ ～ １ ｍ 程 度 ） し 、 そ の 信
号 と 同 期 し て 得 ら れ る 温 度 セ ン サ １ ０ ６ の 体 温 情 報 を 読 取 る 。 そ の 信 号 と 同 期 し て 得 ら れ
る 温 度 セ ン サ １ ０ ６ の 体 温 情 報 を 読 取 る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。 こ の 生 体 情 報 は 、 記 憶 部 ４ ４
に 記 憶 さ れ る (ス テ ッ プ Ｓ ４ )。 こ の 生 体 情 報 は 閾 値 と 比 較 さ れ る 。 例 え ば 、 体 温 の 場 合 、
上 限 値 が ３ ７ ． ５ ℃ 、 下 限 値 が ３ ５ ． ５ ℃ と し て い る 。 ま た 、 心 拍 は 、 例 え ば 、 上 限 値 が
１ ２ ０ 拍 ／ 分 、 下 限 値 が ３ ０ 拍 ／ 分 、 呼 吸 数 は 、 例 え ば 、 上 限 値 が ９ ０ ／ 分 、 下 限 値 が １
０ ／ 分 と し て い る 。 ま た 、 氷 枕 １ ２ ０ の 外 表 面 の 温 度 は 、 例 え ば 、 上 限 値 を ３ ６ ． ５ ℃ と
し て い る 。 こ れ ら の 生 体 情 報 の う ち 少 な く と も １ つ の 情 報 が 異 常 と 判 断 さ れ る と 、 ア ラ ー
ム を 発 生 さ せ （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ） 、 管 理 サ イ ト ／ 医 療 サ イ ト の 担 当 医 に 報 知 す る よ う に し て
い る 。 な お 、 担 当 医 の 携 帯 電 話 な ど に 報 知 す る よ う に し て も よ い 。 異 常 と 判 断 さ れ た 乳 幼
児 Ｐ の 容 体 を 確 認 後 、 必 要 に 応 じ て リ セ ッ ト （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ） す る 。 必 要 が な け れ ば 、 監
視 （ 測 定 ） を 終 了 す る 。 異 常 が な い 場 合 は 、 必 要 に 応 じ て ス テ ッ プ Ｓ １ に 戻 り 、 測 定 終 了
の 指 示 入 力 が あ る ま で 生 体 情 報 の 測 定 を 繰 り 返 す 。 測 定 さ れ 、 記 憶 部 ４ ４ に 記 憶 さ れ る 生
体 情 報 は 、 平 均 値 、 最 大 値 、 最 小 値 、 最 多 値 を 求 め て 、 乳 幼 児 Ｐ の Ｉ Ｄ と と も に そ れ ら の
デ ー タ も 記 憶 部 ４ ４ 、 サ ー バ ー （ 不 図 示 ） に 記 憶 す る 。 記 憶 部 ４ ４ に 記 憶 さ れ た 、 心 拍 数
、 呼 吸 数 、 体 温 等 の 生 体 情 報 は 、 図 ６ に 示 す よ う に 表 示 部 ３ ６ や 表 示 部 １ １ に ト レ ン ド 表
示 さ れ る 。 表 示 部 ３ ６ ， 表 示 部 １ １ で は 、 心 拍 数 、 呼 吸 数 、 体 温 を 同 時 に １ 時 間 （ ６ ０ 分
） 毎 に ト レ ン ド 表 示 し て い る が 、 こ の う ち １ つ ま た は 任 意 の 組 合 せ で 表 示 可 能 に し て も よ
い 。 ま た 、 解 熱 剤 な ど の 投 薬 デ ー タ を メ モ 情 報 と し て 、 日 時 と と も に 入 力 部 ４ ５ ま た は 入
力 部 １ ４ で 入 力 し て お く こ と で 、 表 示 部 ３ ６ ， 表 示 部 １ １ の 生 体 情 報 の ト レ ン ド 表 示 と 併
せ て 表 示 可 能 と な る 。 管 理 サ イ ト ／ 医 療 サ イ ト の 表 示 部 （ 不 図 示 ） で も 同 様 の 表 示 が で き
る よ う に な っ て い る 。 ア ラ ー ム を 発 生 す る 判 断 の 他 の 条 件 と し て 、 体 温 値 が １ つ の 閾 値 、
例 え ば 、 ３ ７ ． ５ ℃ を 越 え 、 体 温 変 化 率 （ ℃ ／ 分 ） が 所 定 の 値 を 超 え た 場 合 、 例 え ば １ ℃
／ ６ ０ 分 を 越 え た 場 合 に ア ラ ー ム を 発 生 さ せ る こ と も で き る 。 ま た 、 例 え ば 、 ３ ９ ℃ を 所
定 時 間 、 例 え ば ３ 時 間 程 度 越 え た 場 合 に ア ラ ー ム を 発 生 さ せ る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、
体 温 値 が １ つ の 閾 値 、 例 え ば 、 ３ ７ ． ５ ℃ を 越 え る と 、 測 定 間 隔 を 当 初 の 所 定 間 隔 よ り も
短 く な る よ う に 制 御 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
な お 、 圧 力 検 出 に 基 づ く 解 析 時 間 （ 所 定 時 間 ） は ２ ～ ５ 分 間 で な く 、 任 意 の 時 間 に 設 定 で
き る 。 解 析 時 間 は １ 就 寝 分 の デ ー タ 解 析 に 都 合 の よ い 時 間 で よ く 、 ま た 、 １ 就 寝 分 で な く
、 所 定 の 就 寝 時 間 内 を 設 定 す る こ と も で き る 。 シ ス テ ム の 規 模 、 解 析 速 度 等 に よ り 最 適 な
条 件 と す る 。 デ ー タ 処 理 部 ３ ７ は 、 例 え ば 、 乳 幼 児 Ｐ の 健 康 状 態 を 次 の よ う な 判 断 基 準 に
基 づ き 判 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 就 寝 中 の 異 常 監 視 と 緊 急 通 報 に つ い て 説 明 す る 。 端 末 装 置 ５ の デ ー タ 処 理 部 ３ ７ は 、
所 定 時 間 （ ２ ～ ５ 分 間 ） 分 の 生 体 デ ー タ を 解 析 し て 心 拍 数 、 呼 吸 数 等 を 算 出 し 、 ま た 、 Ｉ
Ｃ タ グ か ら の 温 度 情 報 か ら 、 こ れ ら が 異 常 と い え る 既 定 値 の 範 囲 を 越 え た 場 合 に 体 温 値 異
常 、 心 拍 数 異 常 、 呼 吸 数 異 常 と し て 表 示 装 置 へ 表 示 す る と と も に 、 緊 急 通 報 と し て 管 理 パ
ソ コ ン に 通 報 す る 。 デ ー タ 処 理 部 ３ ７ は 心 拍 数 異 常 、 呼 吸 数 異 常 と し て 表 示 装 置 へ 表 示 す
る と 共 に ブ ザ ー を 鳴 動 さ せ る よ う に す る 。 デ ー タ 処 理 部 は 、 体 動 に 関 し て は 一 定 時 間 以 上
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続 く と 発 作 と 認 識 し て 同 様 に 表 示 と ブ ザ ー 応 答 を 行 い 、 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 管
理 サ イ ト ／ 医 療 サ イ ト の 管 理 パ ソ コ ン へ 通 報 す る 。 こ れ を 受 け て 管 理 サ イ ト ／ 医 療 サ イ ト
の 医 師 な ど の 医 療 従 事 者 が 対 処 方 法 を 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク や 電 話 、 Ｆ Ａ Ｘ な ど で フ ィ ー
ド バ ッ ク す る 。 な お 、 呼 吸 検 知 は 、 上 述 の 振 動 法 に よ ら ず 、 気 流 検 出 法 ， 呼 吸 音 検 出 法 に
よ り 行 い 、 呼 吸 数 を 演 算 し た り 、 パ ル ス オ キ シ メ ー タ で 行 う よ う に し て も よ い 。 　
【 ０ ０ ２ ８ 】
端 末 装 置 ５ の ほ か に 携 帯 端 末 ５ ０ に よ り 、 上 記 生 体 情 報 を 取 得 し 、 表 示 す る よ う に す れ ば
介 護 者 の 負 担 が 軽 減 で き る 。 図 １ に お い て 、 携 帯 端 末 ５ ０ は 、 端 末 装 置 ５ と 同 様 に 、 表 示
部 １ １ 、 入 力 部 １ ４ 、 端 末 装 置 ５ や イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク と 通 信 可 能
な 外 部 通 信 部 １ ２ 、 記 憶 部 １ ５ 、 コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な プ ロ グ ラ ム 、 所 定 の 条 件 な
ど が 記 憶 さ れ た Ｒ Ｏ Ｍ １ ６ ， Ｒ Ａ Ｍ １ ７ 、 シ ス テ ム 全 体 を 処 理 す る 制 御 部 （ Ｃ Ｐ Ｕ ） １ ０
を 備 え る 。 乳 幼 児 Ｐ の 体 温 情 報 を Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ か ら 直 接 読 取 っ た り 、 電 池 内 蔵 の Ｉ Ｃ タ
グ ２ ０ ０ の 体 温 情 報 を 直 接 読 取 る た め に Ｉ Ｃ タ グ 読 取 り 部 １ ３ 等 を 設 け た り 、 光 ， バ イ ブ
レ ー タ ー ， 音 声 等 の 報 知 手 段 を 備 え た 報 知 部 １ ９ を 備 え て お け ば 、 母 親 等 の 負 担 が 軽 減 で
き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
＜ 体 温 情 報 に 基 づ く 通 常 の 健 康 管 理 ＞
乳 幼 児 Ｐ に Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ を 設 け た オ ム ツ ３ ０ ０ を 着 せ た 後 、 入 力 部 １ ４ ， 入 力 部 ４ ５ 　
等 で 測 定 開 始 指 示 を す る か 、 入 力 部 １ ４ ， 入 力 部 ４ ５ な ど で 測 定 開 始 時 刻 設 定 （ 時 間 設 定
） 指 示 入 力 を 行 な う こ と に よ り 、 体 温 測 定 を 開 始 す る 。 体 温 情 報 は 、 入 力 部 １ ４ ， 入 力 部
４ ５ で 予 め で 設 定 入 力 さ れ た 時 間 条 件 、 例 え ば 所 定 の 温 度 上 昇 が 確 認 で き た 時 点 等 を 基 点
と し て 、 例 え ば ５ 分 後 に Ｉ Ｃ タ グ （ 第 ２ の 測 温 部 ） １ ０ ０ に 対 し て Ｉ Ｃ タ グ 読 取 り 部 １ ３
か ら １ ３ ． ５ ６ Ｍ Ｈ ｚ の 電 磁 波 を 送 信 （ 送 受 信 距 離 は 、 １ ０ ｃ ｍ ～ １ ｍ 程 度 ） し 、 そ の 信
号 と 同 期 し て 得 ら れ る 温 度 セ ン サ １ ０ ６ の 体 温 情 報 を 読 取 る 。 測 定 さ れ た こ れ ら の 体 温 情
報 は 、 記 憶 部 １ ５ に 記 憶 さ れ る 。 こ の 体 温 情 報 は 閾 値 と 比 較 さ れ る 。 例 え ば 、 体 温 の 場 合
、 上 限 値 が ３ ７ ． ５ ℃ 、 下 限 値 が ３ ５ ． ５ ℃ と し て い る 。 体 温 情 報 が 異 常 （ 測 定 中 の 異 常
も 含 む ） と 判 断 さ れ る と 、 ア ラ ー ム を 発 生 さ せ る 。 測 定 終 了 す る と ブ ザ ー ， バ イ ブ レ ー タ
， 光 ， 音 声 な ど で 報 知 す る 。 異 常 が あ る 場 合 （ 例 え ば 発 熱 時 の 基 礎 体 温 ） は 「 発 熱 」 と 表
示 部 １ １ に 表 示 さ せ 、 入 力 部 １ ４ で そ の 旨 の メ モ 入 力 し 、 記 憶 部 １ ５ に 記 憶 さ せ る 。 異 常
の 場 合 、 必 要 に 応 じ て リ セ ッ ト し (ス テ ッ プ Ｓ ６ ) 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に 戻 り 、 再 度 体 温 測 定
を 行 な う 。 異 常 が な い 場 合 は 、 測 定 さ れ た 体 温 を 記 憶 し 、 体 温 測 定 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
記 憶 部 １ ５ に 記 憶 さ れ た 、 体 温 ， メ モ 入 力 等 の 情 報 は 、 表 示 部 １ １ に 所 定 期 間 、 例 え ば ３
０ 日 で 表 示 さ れ る 。 な お 、 バ リ オ リ ズ ム 演 算 ・ 表 示 機 能 （ 後 述 ） と 併 せ て 表 示 で き る よ う
に す れ ば 、 当 日 の 体 調 が 容 易 に 確 認 で き る （ 図 ８ 参 照 ） 。 こ の よ う な 情 報 は 、 被 検 者 Ｐ の
Ｉ Ｄ と と も に 、 健 康 関 連 サ ー ビ ス 業 者 の サ ー バ ー や 主 治 医 な ど の 医 療 サ イ ト の サ ー バ ー へ
暗 号 化 し て イ ン タ ー ネ ッ ト ， 専 用 Ｌ Ａ Ｎ 等 に よ り 送 信 し 、 必 要 に 応 じ て 主 治 医 の コ メ ン ト
等 の ア ド バ イ ス を 受 け る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
＜ 他 の 使 用 形 態 ＞
本 発 明 の 乳 幼 児 健 康 管 理 ／ 監 視 装 置 は 、 通 常 の 電 子 体 温 計 と し て 使 用 で き る 。 こ の 場 合 、
測 温 部 １ 、 Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ 、 Ｉ Ｃ タ グ 読 取 り 部 ３ ４ は 設 け る 必 要 は な い 。 乳 幼 児 Ｐ の 身 体
の 適 所 （ 腋 下 ， オ ム ツ 等 ） に 装 着 し て 所 定 時 間 （ １ ～ ５ 分 程 度 ） 体 温 測 定 す る と 体 温 情 報
は 、 電 池 内 蔵 Ｉ Ｃ タ グ ２ ０ ０ の Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ２ ０ ２ に 時 刻 と と も に 記 憶 さ れ る 。 記 憶 さ れ
た 体 温 情 報 は 、 端 末 装 置 ５ の 所 定 位 置 に 電 池 内 蔵 Ｉ Ｃ タ グ ２ ０ ０ を セ ッ ト す る か 接 続 端 子
に よ り 、 外 部 送 信 部 ２ ０ ３ か ら 外 部 通 信 部 １ ８ を 経 て 記 憶 部 １ ５ に 記 憶 さ れ る （ 読 取 り 開
始 ス イ ッ チ 等 を 設 け て 読 取 り 開 始 指 示 を 行 な う よ う に し て も よ い ） 。 記 憶 さ れ た 体 温 情 報
の 最 高 値 を 測 定 さ れ た 体 温 と し て 表 示 部 １ １ に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
携 帯 端 末 ５ ０ と 電 池 内 蔵 Ｉ Ｃ タ グ ２ ０ ０ に よ り 、 電 子 体 温 計 と し て 機 能 さ せ る こ と も で き
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る 。 こ の 場 合 も 無 線 に よ る Ｉ Ｃ タ グ 読 取 り 部 １ ３ は 設 け る 必 要 は な い 。 乳 幼 児 Ｐ の 身 体 の
適 所 （ 腋 下 ， オ ム ツ 等 ） に 装 着 し て 所 定 時 間 （ １ ～ ５ 分 程 度 ） 体 温 測 定 す る と 体 温 情 報 は
、 電 池 内 蔵 Ｉ Ｃ タ グ ２ ０ ０ の Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ２ ０ ２ に 時 刻 と と も に 記 憶 さ れ る 。 記 憶 さ れ た
体 温 情 報 は 、 携 帯 端 末 ５ ０ に 電 池 内 蔵 Ｉ Ｃ タ グ ２ ０ ０ の 読 取 部 を 設 け 、 Ｉ Ｃ タ グ ２ ０ ０ を
セ ッ ト す る か 接 続 端 子 １ ２ ａ に よ り 、 外 部 送 信 部 ２ ０ ３ か ら 記 憶 部 １ ５ に 記 憶 さ れ る （ 読
取 り 開 始 ス イ ッ チ 等 を 設 け て 読 取 り 開 始 指 示 を 行 な う よ う に し て も よ い ） 。 記 憶 さ れ た 体
温 情 報 の 最 高 値 を 測 定 さ れ た 体 温 と し て 表 示 部 １ １ に 表 示 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
＜ そ の 他 の 機 能 ・ 動 作 ＞
そ の 他 の 機 能 ・ 動 作 を 図 ５ に 基 づ き 、 以 下 に 詳 述 す る 。
（ 1） 時 刻 設 定
　 携 帯 端 末 ５ ０ に 電 池 を 挿 入 す る と 、 不 揮 発 性 メ モ リ で あ る Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ １ ６ か ら 、 現 在
の 年 ・ 月 ・ 日 ・ 時 及 び そ の サ ム 値 を 含 む 必 要 な デ ー タ を 読 込 む （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ０ ） 。 電
池 が 挿 入 さ れ て い る 間 は 、 不 図 示 の 工 程 に て 、 時 計 （ タ イ マ ） １ ４ よ り １ 時 間 に １ 回 、 ０
０ 分 毎 に 信 号 が 演 算 処 理 部 １ ０ に 送 ら れ 、 演 算 処 理 部 １ ０ は 当 該 信 号 を 受 信 し た ら 、 そ の
時 点 の 年 ・ 月 ・ 日 ・ 時 を Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ １ ６ に 書 き 込 む （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ １ ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 読 込 ん だ 現 在 の 年 ・ 月 ・ 日 ・ 時 の サ ム 値 を 計 算 し 、 読 込 ん だ サ ム 値 と 等 し い か を
確 認 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ２ ） 。 等 し け れ ば そ の ま ま Ｓ Ｌ Ｅ Ｅ Ｐ 状 態 に 進 む 。 等 し く な け
れ ば 、 読 込 ん だ 値 が 不 正 と 判 断 し 、 エ ラ ー フ ラ グ Ｆ Ｌ Ａ Ｇ ｅ ｒ ｒ を セ ッ ト （ ＝ １ ） す る （
ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ３ ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
次 に 、 電 源 ス イ ッ チ が 押 さ れ る ま で 、 即 ち 電 源 が Ｏ Ｎ さ れ る ま で Ｓ Ｌ Ｅ Ｅ Ｐ 状 態 で 待 機 す
る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ４ 、 Ｓ ６ ０ ５ ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
電 源 ス イ ッ チ に よ り 電 源 が Ｏ Ｎ さ れ た ら 、 Ｆ Ｌ Ａ Ｇ ｅ ｒ ｒ を 確 認 し 、 所 定 条 件 、 た と え ば
そ れ が １ 以 外 だ っ た ら 検 温 動 作 に 移 行 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ８ ） 。 も し 、 Ｆ Ｌ Ａ Ｇ ｅ ｒ ｒ
が １ だ っ た ら 、 日 時 入 力 処 理 に 移 行 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ７ ） 。 こ こ で は 、 日 時 の 入 力 を
促 す 画 面 が 表 示 さ れ 、 使 用 者 は 画 面 に 従 い 、 現 在 年 月 日 時 分 を 入 力 す る 。 別 法 と し て 、 Ｆ
Ｌ Ａ Ｇ ｅ ｒ ｒ の 値 に よ ら ず 、 電 池 を 挿 入 後 、 初 回 の 電 源 Ｏ Ｎ の 場 合 は 常 に 日 時 入 力 処 理 に
移 行 す る 方 法 も 考 え ら れ る 。 そ の 場 合 は 、 サ ム 値 及 び サ ム チ ェ ッ ク の 機 能 は 不 要 に な る 。
ま た 、 電 波 時 計 を 備 え る こ と に よ り 、 サ ム 値 及 び サ ム チ ェ ッ ク の 機 能 は 不 要 に な る 。 ま た
、 投 薬 状 況 の 確 認 ， ミ ス な ど を 防 止 す る た め に 投 薬 メ モ を 入 力 す る 時 に 、 電 波 時 計 を 備 え
た ほ う が 都 合 が 良 い 。 こ う す る こ と で 、 使 用 者 に よ る 年 ・ 月 ・ 日 ・ 時 ・ 分 の 設 定 が 速 や か
で 容 易 に 行 な え 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ の 現 在 年 月 日 時 分 が 破 損 し た 場 合 で も 、 使 用 者 自 身 で 正 し
い 日 付 を 速 や か に 行 な え る 。 こ う し て 、 時 計 機 能 及 び カ レ ン ダ － に 基 づ く カ レ ン ダ － 機 能
に よ り 、 設 定 さ れ た 現 在 時 刻 が 表 示 部 １ １ に 表 示 さ れ る 。 即 ち 、 午 前 、 午 後 を 示 す Ａ Ｍ ，
Ｐ Ｍ と と も に そ の 時 の 時 刻 が 表 示 さ れ る 一 方 、 こ の 時 計 機 能 に よ る 時 間 カ ウ ン ト が ２ ４ 時
間 経 過 す る 毎 に 日 付 が 更 新 さ れ 、 こ の 日 付 は カ レ ン ダ － 機 能 に よ り 表 示 部 １ １ に 表 示 さ れ
る 。 尚 、 表 示 部 １ １ に 「 年 」 を 表 示 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ 2） 体 重 等 の ト レ ン ド 表 示 機 能
　 端 末 装 置 ５ の 入 力 部 ４ ５ 、 端 末 ５ ０ の 入 力 部 １ ４ で 月 ・ 日 と 併 せ て 測 定 さ れ た 乳 幼 児 Ｐ
の 体 重 ， 身 長 を ト レ ン ド 記 憶 し 、 表 示 す る 機 能 、 予 防 接 種 等 の 記 憶 機 能 を 備 え る こ と で 母
子 健 康 手 帳 の 機 能 も 備 え て い る 。 図 ７ は 、 体 重 ， 身 長 の 変 化 を 標 準 値 、 下 限 値 、 上 限 値 ，
カ ウ プ 指 数 等 と 併 せ て 表 示 し 容 易 に 比 較 で き る よ う に な っ て い る 。 　 　
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 温 度 測 定 部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 生 体 情 報 の 取 得 処 理 フ ロ ー を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 時 刻 設 定 の 処 理 フ ロ ー を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 表 示 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 表 示 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 表 示 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
２ ・ ・ ・ エ ア マ ッ ト 、 ４ ・ ・ ・ エ ア チ ュ ー ブ 、 ５ ・ ・ ・ 端 末 装 置 、 Ｐ ・ ・ ・ 乳 幼 児 、 ５ ０
・ ・ ・ 携 帯 端 末 、 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ ・ ・ ・ Ｉ Ｃ タ グ 、 １ ０ １ ・ ・ ・ Ｒ Ａ Ｍ 、 １ ０ ２ ・ ・ ・ Ｅ
Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ 、 １ ０ ３ ・ ・ ・ 送 信 受 信 回 路 、 １ ０ ３ ａ ・ ・ ・ ア ン テ ナ 、 １ ０ ６ ・ ・ ・ 温 度 セ
ン サ 、 ２ ０ ０ ・ ・ ・ オ ム ツ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 4月 7日 (2006.4.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
温 度 セ ン サ １ ０ ６ と し て は 、 温 度 変 化 に 対 し て ほ ぼ リ ニ ア に ア ナ ロ グ 出 力 し 、 小 型 化 ・ Ｉ
Ｃ タ グ と の 一 体 化 が 可 能 で 、 ３ ５ ～ ４ ２ ℃ の 間 で 温 度 分 解 能 が ０ ． ０ ５ ℃ で あ る 、 半 導 体
型 の 温 度 セ ン サ 、 例 え ば Ｃ － Ｍ Ｏ Ｓ 温 度 セ ン サ が 好 ま し く 用 い ら れ る が 、 サ ー ミ ス タ 型 、
サ ー モ パ イ ル （ 熱 電 対 ） 型 で も 可 能 で あ る 。 １ ０ ３ は 、 被 介 護 者 Ｐ に 設 け ら れ た 温 度 測 定
部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ （ Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ ） １ ０ ０ の 体 温 情 報 を 取 得 す る た め の 送 受 信 回 路 、 １ ０ ３
ａ は ア ン テ ナ 、 １ ０ ４ は 電 源 部 で あ る 。 こ の 電 源 部 １ ０ ４ は 、 コ イ ル を 有 す る ア ン テ ナ 部
１ ０ ３ ａ を 介 し て 、 体 温 情 報 を 読 取 ら れ る 時 に 温 度 測 定 部 を 有 す る Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ の 各 部
に 電 源 を 供 給 す る 。 １ ０ ７ は Ａ ／ Ｄ 変 換 部 で あ り 、 温 度 セ ン サ １ ０ ６ と 発 振 回 路 （ 不 図 示
） で 発 生 し た 体 温 信 号 を Ａ ／ Ｄ 変 換 す る も の で あ る 。 Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０ は 、 ア ン テ ナ １ ０ ３
ａ を 含 め て ５ ｍ ｍ × ５ ｍ ｍ 、 厚 さ １ ． ５ ｍ ｍ 程 度 の 大 き さ で あ る 。 な お 、 Ｉ Ｃ タ グ １ ０ ０
は 、 生 体 を 通 過 可 能 な 周 波 数 の 電 磁 波 で の 通 信 （ 送 受 信 ） 可 能 な も の で あ れ ば 、 ど の よ う
な 周 波 数 で も よ い が 、 好 ま し く は １ ３ ． ５ ６ Ｍ Ｈ ｚ ま た は ８ ６ ０ ～ ９ ６ ０ Ｍ Ｈ ｚ （ Ｕ Ｈ Ｆ
帯 ） の 電 磁 波 （ 通 信 距 離 １ ０ ｃ ｍ ～ １ ｍ ） の 電 磁 波 で 送 信 可 能 に な っ て い る 。
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种婴儿健康管理/监视设备，即使在晚上也能准确
地掌握婴儿或母亲的状况，并能够预先预防SIDS（婴儿猝死综合症）。 
提供了一种安装在婴儿床上的气垫，用于检测气垫的内部压力变化的压
力检测装置，用于基于检测到的气垫的内部压力变化来测量对象的生物
特征数据的装置，以及电源电池。 第一温度测量单元在每个预定时间测
量和存储温度，IC标签具有温度测量单元，第二温度测量单元可以在婴
儿的正确位置测量温度，IC读取测量的体温信息 标签读取单元，可以输
入诸如体重，疫苗接种信息等生物信息的输入单元，存储体温测量单元
的测量值的存储单元，存储在存储单元中的各种生物信息被显示为趋
势，以及 特征之一是将由测量单元先前测量的体温存储为趋势，并且第
二温度测量单元将测得的体温数据与趋势存储的温度数据进行比较并显
示。 [选型图]图1
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